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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年1月19日(2012.1.19)

【公開番号】特開2011-45551(P2011-45551A)
【公開日】平成23年3月10日(2011.3.10)
【年通号数】公開・登録公報2011-010
【出願番号】特願2009-196996(P2009-196996)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   3/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   3/14    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年11月25日(2011.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検眼を照明する照明光学系を有する眼底カメラ本体と、
　前記眼底カメラ本体に着脱可能であり、撮像素子を備えたカメラと、
　前記照明光学系により赤外光と可視光とのそれぞれで照明した前記被検眼の動画像と静
止画像とのそれぞれを、前記撮像素子からの出力信号に基づいて表示手段に表示させる表
示制御手段と、
を有することを特徴とする眼科撮影装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段が、
　前記照明光学系により前記被検眼を前記赤外光で照明した場合に、前記被検眼の動画像
を前記表示手段にモノクロ表示させ、
　前記照明光学系により前記被検眼を前記可視光で照明した場合に、前記被検眼の静止画
像を前記表示手段にカラー表示させることを特徴とする請求項１に記載の眼科撮影装置。
【請求項３】
　自発蛍光撮影モードを含む複数の撮影モードのうち一つの撮影モードを選択する撮影モ
ード選択手段と、
　前記撮影モード選択手段により前記自発蛍光撮影モードが選択された場合に、前記自発
蛍光撮影モードを示す表示形態を生成する生成手段と、を有し、
　前記表示制御手段が、前記被検眼の静止画像と前記表示形態とを前記表示手段に表示さ
せることを特徴とする請求項１あるいは２に記載の眼科撮影装置。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、前記自発蛍光撮影モードを示す表示画像を前記表示形態として前
記表示手段に表示させることを特徴とする請求項３に記載の眼科撮影装置。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、前記自発蛍光撮影モードを示す文字列を前記表示形態として前記
表示手段に表示させることを特徴とする請求項３あるいは４に記載の眼科撮影装置。
【請求項６】
　前記表示制御手段は、前記被検眼の静止画像の左上欄に前記表示形態を合成して前記表
示手段に表示させることを特徴とする請求項３乃至５のいずれか１項に記載の眼科撮影装
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置。
【請求項７】
　前記照明光学系により前記被検眼を前記赤外光で照明する場合に、前記カメラのシャッ
タを開状態にして前記撮像素子からの出力信号を順次に読み出す手段を有することを特徴
とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の眼科撮影装置。
【請求項８】
　被検眼を照明する照明光学系を有する眼底カメラ本体に着脱可能であるカメラであって
、
　前記照明光学系により赤外光と可視光とのそれぞれで照明した前記被検眼の戻り光に基
づいて、前記被検眼の動画像と静止画像とのそれぞれを出力する撮像素子を有することを
特徴とするカメラ。
【請求項９】
　前記撮像素子からの出力信号に基づいて、前記被検眼の動画像と静止画像とのそれぞれ
を表示する表示手段を有することを特徴とする請求項８に記載のカメラ。
【請求項１０】
　前記表示手段が、
　前記照明光学系により前記被検眼を前記赤外光で照明した場合に、前記被検眼の動画像
をモノクロ表示し、
　前記照明光学系により前記被検眼を前記可視光で照明した場合に、前記被検眼の静止画
像をカラー表示することを特徴とする請求項９に記載のカメラ。
【請求項１１】
　前記表示手段が、自発蛍光撮影モードで前記被検眼を撮影した場合に、前記被検眼の静
止画像と前記自発蛍光撮影モードを示す表示形態とを表示することを特徴とする請求項９
あるいは１０に記載のカメラ。
【請求項１２】
　前記照明光学系により前記被検眼を前記赤外光で照明する場合に、シャッタを開状態に
して前記撮像素子からの出力信号を順次に読み出す手段を有することを特徴とする請求項
８乃至１１のいずれか１項に記載のカメラ。
【請求項１３】
　被検眼を照明する照明光学系を有する眼科撮影装置と、
　前記眼科撮影装置に着脱可能であり、撮像素子を備えた撮像装置と、を有する眼科シス
テムであって、
　前記照明光学系により赤外光と可視光とのそれぞれで照明した前記被検眼の動画像と静
止画像とのそれぞれを、前記撮像素子からの出力信号に基づいて表示手段に表示させる表
示制御手段を有することを特徴とする眼科システム。
【請求項１４】
　前記表示制御手段が、
　前記照明光学系により前記被検眼を前記赤外光で照明した場合に、前記被検眼の動画像
を前記表示手段にモノクロ表示させ、
　前記照明光学系により前記被検眼を前記可視光で照明した場合に、前記被検眼の静止画
像を前記表示手段にカラー表示させることを特徴とする請求項１３に記載の眼科システム
。
【請求項１５】
　自発蛍光撮影モードを含む複数の撮影モードのうち一つの撮影モードを選択する撮影モ
ード選択手段と、
　前記撮影モード選択手段により前記自発蛍光撮影モードが選択された場合に、前記自発
蛍光撮影モードを示す表示形態を生成する生成手段と、を有し、
　前記表示制御手段が、前記被検眼の静止画像と前記表示形態とを前記表示手段に表示さ
せることを特徴とする請求項１３あるいは１４に記載の眼科システム。
【請求項１６】
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　前記照明光学系により前記被検眼を前記赤外光で照明する場合に、前記撮像装置のシャ
ッタを開状態にして前記撮像素子からの出力信号を順次に読み出す手段を有することを特
徴とする請求項１３乃至１５のいずれか１項に記載の眼科システム。
【請求項１７】
　請求項１３乃至１６のいずれか１項に記載の眼科システムの各機能をコンピュータに実
行させることを特徴とするプログラム。
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